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会議の経過 

平成２２年度第３回 岩城地域協議会 

 

                                       平成２３年２月２４日（木）   

 

                                       午後 １時３０分   開会 

【 委 嘱 状 交 付 】 

  〔新委員〕 上新谷自治会長 今野光雄氏 に委嘱状を交付 

 

【 あ い さ つ 】 

① 岩城地域協議会 会長 川上幸一 

② 岩城総合支所長 今野光志 

 

【 報告・説明案件 】 

副会長職の取扱いについて 

 

◇議長 

報告・説明に入ります前に、先ほど、新しい上新谷自治会長になられました今野光雄さんに委嘱状

が交付されましたが、前任の今野久志さんには副会長を務めていただいておりましたので、副会長職

の取扱いについて皆様にお諮りいたしたいと存じます。いかが取り計らいしたらよろしいでしょうか？ 

 

  ～ 事務局に一任の声あり ～ 

 

   ただ今、事務局一任の声がございましたが、いかがでしょうか？ 

 

  ～ 異議無しの声あり ～ 

 

   事務局に一任とのことですので、事務局に腹案はございますでしょうか？ 

 

 



●事務局 

   事務局といたしましては、三浦稔様にお願いいたしたいと存じます。                   

なお、三浦様は本日所用で欠席されておりますが、協議会で決定がなされた場合はお引受けいただ

けるとの内諾をいただいておりますことを合わせて申し添えさせていただきます。 

 

◇議長 

ただ事務局より三浦稔さんにお願いしたいとの提案がありましたが、いかがでしょうか？ 

 

～ 満場から異議無しの声あり ～ 

 

◇議長 

皆さんの同意が得られましたので、三浦稔さんに副会長をお願いするということに決定いたします。

 

 

平成 22 年度地域づくり推進事業実績報告について （事務局より報告・説明）

 ※計画７事業中、亀田ひなまつりは事業実施期間が 3月 3日～31 日ということで、亀田ひ

なまつりを除く６事業の実績報告であることを事前に説明し、ご了承いただく。 

〔質疑応答〕 

◇議長 

ただ今の事務局の報告・説明について、ご質問・ご意見はございませんか？ 

 

○A 委員 

   資料の事業内容の欄は、実績と理解してよろしいんですか？ 

   であれば、｢いきいき健康の集い｣の保健師・看護士の健康相談賃金について、事業計画内訳では

20 回で二人ずつになっていますが、14 回の実施実績で同額というのはどういうことでしょうか？ 

 

●事務局 

   計画段階では１回２名の保健師・看護士を配置の予定でしたが、３名配置した回もあり、総計 40 名

  で、計画どおりの支出とのことであります。 

 

○A 委員 

   分かりました。 

 

◇議長 

   他にございませんか。無ければ、今年度実施した上でのさまざまな反省点もあったかと思いますの

で、それらを来年度の事業実施に向けて活かしていただくということで、今年度の事業報告は了承とさ

せていただいてよろしいでしょうか？ 

 

  ～ 異議無しの声あり ～ 



◇議長 

   それでは、平成 22 年度地域づくり推進事業実績報告は了承とさせていただきます。 
 

 

 平成 23 年度地域づくり推進事業案について （事務局より変更点を説明） 

※前回承認いただいた 10 事業案中、ふるさと PR 事業については関係予算が市の一般会計に

計上される見通しとなったことから、配分予定の 18 万円について、前回の意見・提言を踏ま

えて、天鷺茶会に上乗せすることで天鷺茶会実行委員会に検討をお願いし、現在、複数回の

開催も含めて前向きに協議がなされている旨を説明し、この方向での了承をお願いする。 

 

 〔質疑応答〕 

◇議長 

ただ今事務局より報告・説明がありましたが、前回ご承認いただきました来年度事業案の中で、ふる

さと PR 事業については市の一般会計に予算措置される見通しとなったので、その分を天鷺茶会に上

乗せする方向でいかがでしょうかとのことであります。何かご質問・ご意見はございませんでしょうか？

 

◇議長 

私の方から、事務局にお尋ねいたしますが、ただ今の説明では複数回の開催も含めて検討中とのこ

とでしたが、いつ頃の開催になるかというような具体的な内容は固まっているのでしょうか？ 

 

●教育学習課長 

   天鷺茶会は、お茶室運営委員会、亀田・道川両婦人会が中心となった天鷺茶会実行委員会が実施

主体となっておりまして、実行委員会では、当初、秋の紅葉の時期の開催を計画しておりましたが、春

の桜の時期にも開催する方向で検討がなされており、この１日にはお茶室運営委員会が、６日には両

婦人会の総会が開催される予定ですので、新しい体制での実施に向けての協議が行われるものと思

います。 

 

○B 委員 

   来年度の事業案の中に、今年度たいへん好評でした｢いきいき健康の集い｣が入っておらないようで

すが、来年度は行わないということでしょうか？であるとすれば、たいへん好評だっただけに誠に残念

に思います。 

 

●事務局 

   来年度事業案を協議いただく際にもご説明申し上げましたが、来年度は市の直接実施は出来なくな

るため、今年度のように市民福祉課が実施するような形は出来ないことになります。自ら事業を行う事

業主体が組織され、そこに補助金を交付して実施していただく形となります。現状では事業主体の組織

化は難しいとのことで、本事業での実施は出来ないと判断したとのことであります。 

 

 



●市民福祉課長 

   今年度は実質的に老人クラブ単位で実施させていただき、１月の老人クラブの役員会・総会等でも 

今年度のように市が直接実施は出来ないということをご説明申し上げ、老人クラブとしては事業主体に

なることは難しいとのことでしたので、来年度は本事業を活用しての実施は出来ないということでご了

解をいただいたはずでございます。本事業での実施は出来ませんが、せっかく好評でございましたの

で、各老人クラブで似たような内容を企画された場合には保健師を派遣いたしますし、軽運動のご指

導などもいたします。既に何件かお問い合わせもございます。形を変えた形での実施を検討してまいり

たいと考えておりますのでご理解をいただきたいと存じます。 

 

○C 委員 

   岩城盆踊り大会のことなんですけれども、商工会が中心となって行われていますが、毎年婦人会に

対して何人出してくださいというような要請があるんですが、容易じゃないんです。年々参加する人も見

る人も少なくなって、何のためにやっているのか分らないような状況です。以前、鶴潟の皆さんの夏祭

りと一緒にやった時は食べ物の屋台なんかもあったりして、本当に楽しかったと皆さん言っています。

市民みんなが参加するように市の方でももっと積極的に盛り上げていただくようなことをやっていただき

たいと思います。これは意見として発言させていただきました。 

 

●事務局 

   提出されました事業要望書では、ただ今のお話にありましたように、内容をグレードアップして、より

多くの皆様に楽しんでいただけるような企画にしたいという事業内容の記載でありました。 

 

○D 委員 

   今は皆さん夜に出ることが億劫になってきていると思うんですよ。どうなんでしょう？、より多くに方に

参加していただくイベントとするには明るいうちにやった方が良いような気もしますが、やはり、盆踊り

は夕方から、提灯の下での方がいいんでしょうか･･･。それと、一緒にやるようになって亀田の皆さんの

参加はどんなものなんでしょうか？ 

 

●産業課参事 

   昨年８月に開催いたしました際は、15 団体 105 名の参加で、うち亀田地区からは 24 名の参加があり

ました。 

 

●支所長 

   昨年は、集中豪雨の後でしたので亀田地区からの参加が少ないのは致し方ないなと思っておりまし

た。協賛いただいた皆さんから提供いただいた景品などはかなりありましたので、その割には参加者

が少ないなという感じはしておりました。実行委員会で企画・運営いたしますので、今のお話の旨は実

行委員会の方に伝えますし、市としても出来る限りの支援は考えてまいりたいと思います。 

 

◇議長 

   ほかにございませんか？ 無ければ、事務局から説明のありました件につきましては、了承というこ

とにさせていただきます。 



 

◇議長 

   それでは、今日の案件は以上でありますので、事務局にお返しします。 

 

 【 その他 】 

  事務局より、次回は３月定例市議会終了後に、来年度予算の概要並びに岩城地域関連予算の

説明を主題に、概ね３月下旬の開催を予定しておりますので、その節はご出席方よろしくお願

い申し上げます。 

 

【午後２時１５分閉会】 

 

 


